
船舶事故調査報告書（ＭＡ２０１３－６）（公表年月日：平成２５年６月２８日）

事故種類：転覆

１頁　発生場所欄 北緯３３°２１.０′ 北緯３１°２１.０′

発生日時：平成２４年１１月１０日（土）　０７時５０分ごろ

発生場所：宮崎県串間市都井岬南方沖
　　　　　　都井岬灯台から真方位２１５°２,２００ｍ付近

正　誤　表

訂正箇所 誤 正

平成２５年９月２７日

船舶事故等調査報告書の訂正について

　標記について、下記正誤表のとおり訂正します。

記

船種船名：プレジャーボート愛洋
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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２５年５月３０日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  横 山 鐵 男（部会長） 

                         委   員  庄 司 邦 昭 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 転覆 

発生日時 平成２４年１１月１０日（土） ０７時５０分ごろ 

発生場所 宮崎県串
くし

間
ま

市都
と

井
い

岬南方沖  

 都井岬灯台から真方位２１５°２,２００ｍ付近 

 （概位 北緯３３°２１.０′ 東経１３１°１９.９′） 

事故調査の経過  平成２４年１１月１２日、本事故の調査を担当する主管調査官（門

司事務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート 愛
あい

洋
よう

、０.４トン 

 ２７０－３１５１０鹿児島、個人所有 

 ５.２５ｍ（Lr）×１.６０ｍ×０.５７ｍ、ＦＲＰ 

 ガソリン機関、１８.４０kＷ、昭和６１年１２月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ３６歳 

 二級小型船舶操縦士 

  免許登録 日 平成２１年５月１日 

  免許証交付日 平成２１年５月１日 

         （平成２６年４月３０日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 プロペラ及び舵を曲損 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、友人２人を乗せ、串間市黒
くろ

井
い

船溜

まり（以下「黒井港」という。）を出航し、都井岬南方約０.７海里の

釣り場に向かった。 

本船は、釣り場に到着する前から北寄りの風が強くなり、平成２４

年１１月１０日０７時３０分ごろ釣り場に到着して釣りを始めたが、

風浪により釣りの仕掛けが海底に達しなくて釣りができないので釣り

を諦め、黒井港に帰航することにした。 

船長は、黒井港へ向け、約１０ノットの速力とし、舵を左右に取り

ながら、波を船尾方から受けるようにして北西進中、前部甲板にいた

友人の１人が船酔いで船尾甲板に移動してきたので、速力を落として

船尾方を振り返り、友人が甲板に座るところを確かめたのち、船首方

を見たとき、０７時５０分ごろ、都井岬南方沖において、本船は波を

右舷正横から受けて転覆した。 
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 船長及び友人２人は、転覆後、本船の船底によじ登っていたとこ

ろ、航行中のフェリーに発見され、フェリーから海上保安庁を経由し

て通報を受けた漁船に救助され、本船も、同漁船にえい
．．

航されて黒井

港に入航し、その後、廃船処分された。  

 気象・海象 

 

気象：天気 曇り、風向 北東、風速 約１２m/s、視界 良好 

海象：波高 約１.５～２.０ｍ 

 宮崎県日
にち

南
なん

、串間地区に対する気象警報及び注意報は、発表されて

いなかった。 

 その他の事項  船長及び友人２人は、救命胴衣を着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象の関与 

 判明した事項の解析 

 

あり 

なし 

あり 

 本船は、都井岬南方沖において、波を船尾方から受けるようにして

北西進中、船長が、船酔いとなった友人の様子に注意を向けていたこ

とから、波を船尾方から受ける操舵ができず、波を右舷正横から受け

て転覆したものと考えられる。 

原因  本事故は、本船が、都井岬南方沖において、波を船尾方から受ける

ようにして北西進中、船長が、船酔いとなった友人の様子に注意を向

けていたため、波を船尾方から受ける操舵ができず、波を右舷正横か

ら受けて転覆したことにより発生したものと考えられる。 

参考 今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・小型船で釣り中に天気が悪くなった場合は、速やかに釣りをやめ

て帰航すること。 

 ・波高の大きい海域を航行する際は、波に十分注意して操船するこ

と。 

 

 

 




